





















松山古墳 円墳 52　　雑木林 円筒埴輪
2 西嶋古墳 円墳 32 雑木林 不明
3 船墓古墳 前方後円墳 不明 雑木林 円筒埴輪
4 鎌倉山古墳 円墳 20 畑
（消滅）
不明
5 推古神社古墳 前方後円墳 41 社寺林 円筒埴輪
6 狐塚古墳 前方後円墳 50 道路 円筒埴輪・形象埴輪
鏡，馬具，鉄刀，冠帽等
7 堀ノ内古墳 円墳 20 畑 円筒埴輪






10 （池ノ尻古墳） （円墳） （24） 工場敷地
（消滅）
不明
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額田部狐塚古墳出土埴輪実測図（S＝1：4）
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7堀ノ内古墳
　西町環濠の北東端に位置する。墳丘のヒ部は削平されているが，径約20mの円墳である。墳丘上
から円筒埴輪が採集されている。無黒斑，偏平な突帯，小型の法量などの特色から川西編年第V期
に比定されるが、外面にB種ヨコハケが残存するように若ヤ揃段階の特徴も認められるので，第V
期の中でも占い段階であろう。
???????????〔????????????
??、???
　　　　　　l　l
O　　　　　　　　　　　　　10cm
　　　¢’“
川
写真8　堀ノ内古墳墳丘近景
　　　（南東から）
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図6　堀ノ内古墳採集埴輪実測図（S＝1：3）
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図7　堀ノ内古墳表採埴輪実測図（S＝1：3）
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8南方古墳
　西町環濠集落の南側約150mの平坦地で検出された古墳。墳丘はすでに削平されていたが，深さ
10～20cmの周溝がかろうじて残されており，径約23　mの円墳と考えられている。
　周溝内からは多量の埴輪が出土した。形象埴輪が豊富であり，とりわけ大刀形埴輪は類例の少な
いものとして注目される。円筒埴輪は総じて無黒斑，外面一次調整タテハケのみ，という特徴があ
り，川西編年第V期に比定される。
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図8　南方古墳出土埴輪実測図（S＝1：6）
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図9　南方古墳出土埴輪実測図（S＝1：4）
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9来迎墓ノ間古墳群
　額田部丘陵の西側に広がる段丘面に立地する。
　来迎墓ノ間古墳群は東支群（大利郡山市域）と西支群（安堵町域）に分けられる。東支群は，前
方後円墳1基，円墳7基，方墳1基の計9基が知られている。西支群は小規模な円墳5基から構成さ
れている。4号墳は東支群ll｜の1基である。1980年に大和郡山市が墓地公園造成に端を発して県教
育委員会が小規模な緊急調査を実施した以外に調査事例はない。現在，旧態はまったく知れない。
前方部を南に向け，全長約35m，後円部径約25m，前方部幅約15mとされている。出土遺物はまっ
たく知られていない。古墳群全体が大和郡山市の公園墓地となっている。見学は自由にできる。
写真9　来迎墓ノ間古墳群陳支群）空中写真（1963年撮影）
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10池ノ尻古墳
　狐塚古墳の北約300mの地点に存在した円墳。昭和30年代の大和郡山市都市計画図や航空写真か
らみて径約24mの円墳と推定される。現在は工場敷地となっている。古墳である確証は得られてい
ない。
11石橋古墳
　現地には古墳の痕跡を示す包弾形の地割が遺存し，小字名をとって石橋古墳と仮称する。残存す
る地割の形態からみると，東側に前方部を向けた前方後円墳で，墳丘規模は全長50～60m，周濠を
伴っていたと推定される。
　額田寺伽藍並条里図の9条4里17坪に半載された大きな二重の半円が描かれているが，この石橋
古墳が該当するのではないかと推定される。出土遺物等はまったく知られていない。
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